
番所の棚田（山鹿市）白石堰（玉名市・和水町）

菊池渓谷（菊池市）

❷

詳
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ト
ー
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旧玉名干拓施設（玉名市）

二
千
年
に
わ
た
る
開
墾
の
歴
史

　
　
　
　
　
　

  （
中
世
～
現
代
）

　
中
世
以
降
、
山
間
で
は
、
溜
め
池

造
成
や
水
路
建
設
な
ど
の
農
業
土
木

技
術
の
向
上
に
よ
っ
て
、
菊
池
川
流

域
で
も
井い

手で

（
用
水
路
）が
整
備
さ

れ
、
そ
れ
ま
で
水
が
届
か
な
か
っ
た

高
台
が
水
田
に
変
わ
り
ま
し
た
。
江

戸
時
代
に
な
る
と
測
量
技
術
や
土
木

技
術
が
さ
ら
に
向
上
し
、
各
地
に
長

距
離
の
井
手
が
通
さ
れ
ま
し
た
。
全

長
11
㌔
の「
原は

る

井
手
」（
菊
池
市
）は
、

延
べ
４
５
４
㍍
も
の
マ
ブ
（
水
路
ト

ン
ネ
ル
）を
手
作
業
で
掘
り
進
め
、

水
田
を
作
る
の
が
難
し
か
っ
た
山
地

に
棚
田
を
拓
き
、
米
作
り
を
可
能
に

し
ま
し
た
。「
原
井
手
」は
３
０
０

年
以
上
経
っ
た
今
も
現
役
で
、
地
域

の
棚
田
を
潤
し
て
い
ま
す
。
番
所
地

区
の
棚
田
は
、
急
峻
な
山
の
斜
面
を

切
り
拓
き
石
積
み
を
組
ん
だ
も
の
で

す
が
、
集
落
内
の
住
宅
な
ど
も
石
積

み
の
上
に
築
か
れ
、
漆し

っ

喰く
い

や
泥ど

ろ

壁か
べ

な

ど
の
伝
統
的
な
工
法
で
建
て
ら
れ
て

お
り
、
棚
田
を
は
じ
め
山
里
の
自
然

と
古
い
屋
並
み
が
調
和
し
た
農
村
景

観
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
近
世
以
降
、
海
辺
で
は
、
築ち

く

堤て
い

や

樋ひ

門も
ん

建
設
の
技
術
が
発
達
し
干
拓
事

業
が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
菊
池

川
河
口
に
は
広
大
な
干
潟
が
あ
り
、

堤
防
を
築
い
て
潮
止
め
す
る
こ
と
で

耕
作
地
を
開
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
規
模
は
年
を
追
う
ご
と
に

大
き
く
な
り
ま
し
た
。
明
治
時
代
中

頃
に
は
高
さ
３
～
６
㍍
の
石
積
み
が

長
さ
５・
２
㌔
に
も
及
ぶ
、
当
時
国

内
最
大
級
の
「
旧
玉た

ま

名な

干
拓
施
設
」

の
堤
防
が
築
か
れ
、
最
終
的
に
は
面

積
３
千
㌶
の
耕
作
地
が
海
か
ら
誕
生

し
ま
し
た
。「
海
の
万
里
の
長
城
」

と
も
称
さ
れ
る
こ
の
堤
防
は
、
城
の

石
垣
の
よ
う
な
様
相
で
、
近
く
に
佇

む
と
見
る
者
を
圧
倒
し
、
秋
の
収
穫

時
に
は
金
色
の
稲
穂
と
石
積
み
の
堤

防
群
と
が
美
し
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を

見
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
近
代
に
入
る
と
菊
池
川
沿
い
の
沼

地
で
は
、
菊
池
市
出
身
の
農
業
技
術

者
、
冨と

み

田た

甚じ
ん

平ぺ
い

が
私
財
を
投
げ
う
っ

て
収
穫
期
に
も
水
が
抜
け
な
か
っ
た

湿
田
を
乾
田
に
変
え
る
暗あ

ん

渠き
ょ

排は
い

水す
い

技

術
を
開
発
し
ま
し
た
。
同
時
に
湿
田

か
ら
抜
い
た
水
を
水
田
に
活
用
す
る

技
術
を
開
発
し
て
日
照
り
対
策
も
行

い
、
こ
の
技
術
を
全
国
に
広
め
て
い

き
ま
し
た
。

問い合わせ先
生涯学習課
社会教育係

☎ 0968（25）7232

■募集期間　10月２日㈪～11月６日㈪
　※㈯㈰㈷は除く。
■対象米
　平成 29年菊池市産うるち米　玄米２㌔
　※品種は限定しません。
■�出品数　品種ごとに３検体まで出品可
■�出品料　品種ごとに出品料が必要。
・�１検体の出品料は千円。
・�２～３検体の出品料は一律２千円。
※�出品料には、米食味分析計測器借上料、個別データ
分析結果表、結果表郵送費などの経費が含まれます。

■ 参加資格　市内に住所を有し、市内で米を栽培し
ている生産者
・�個人総合部門　コンクール最終審査で、上位に残っ
た場合に 10俵程度販売できる人。
・�環境王国菊池基準登録部門　菊池基準の登録認定
を受けている人。（10月１日現在）
・�集落部門　市内集落に加入し、個人総合部門・環
境王国菊池基準登録部門に出品している人および
九州のお米食味コンクールに出品している人。
※�菊池基準の登録認定を受けている人は、「個人総合
部門」または「環境王国菊池基準登録部門」のい
ずれか一方のみに参加できます。

■ 申込方法　農政課ブランド推進室にある参加申込
書（住所、氏名、電話番号、栽培場所、栽培方法）
と玄米２㌔（水分は 13 ～ 16％厳守）と出品料を
合わせて提出してください。玄米は返却しません。

■表　彰
【個人総合部門副賞】
・最優秀賞（１人）２万円相当の本市特産品
・優秀賞（14人）　２千円相当の本市特産品
・特別賞（15人）���２千円相当の本市特産品
【環境王国菊池基準登録部門副賞】
・最優秀賞（１人）２万円相当の本市特産品
・優秀賞（５人）　 ２千円相当の本市特産品
・特別賞（14人）���２千円相当の本市特産品
【集落部門副賞】
・最優秀賞（１集落）３万円分菊池市商品券
・優秀賞（３集落）　 ２万円分菊池市商品券
・特別賞（３集落）　 １万円分菊池市商品券
■ 個人総合部門の受賞者特典　個人総合部門で 15位
までに入賞した生産者と平成 29年度産菊池米の買
取契約調印式を行います。

【米卸事業者A：最大 110 俵】
・１位…１俵�税込３万２千円（上限 10俵）
・２位…１俵�税込２万７千円（上限 10俵）
・３～５位…１俵�税込２万５千円（上限 10俵）
・６～15位…１俵�税込２万２千円（上限６俵）
【米卸事業者B：最大 100 俵】
・１位…１俵�税込２万７千円（上限 10俵）
・２～15位…１俵�税込２万２千円（上限全体で90俵）
■その他
・�参加者全員に食味分析の結果を送付します。出品
料が未納の場合は結果表は送付しません。

江戸時代から「米どころ」として知られていた菊池市。
日本の消費者へ「売る米」から、世界の消費者に「求めら
れる米」へ。世界のブランド化に向け、生産者のさらな
る意識高揚を促し、米から始まる安全・安心な作物生産
の実現を目指します。

【 問い合わせ先 】農政課ブランド推進室 ☎ 0968（25）7266

「菊池米」食味コンクール
第５回

11月19日㈰ 午前10時30分～
菊池市立七城体育館

と　き
ところ

あなたも菊池米の匠を目指せ！※ 上位入賞の菊池米は、１俵最高３万２千円で買い取ります。
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